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主 催 公益社団法人富山県看護協会

患者の尊厳を大切にした看護を目指して
～身体拘束に頼らない看護職のチャレンジ～

ねらい 患者の尊厳を尊重できる、看護職の倫理観を養う
患者の尊厳と安全を守るための取り組みを学ぶ

定 員 100人

会 場 富山県看護研修センター

講 師 医療法人社団橘会 整形外科 米澤病院 看護部⾧  中西 悦子

対象者 Ⅱ～Ⅳ

受講料 会員 3,500円 非会員 7,000円

時 間 内 容 講 師

中西 悦子

  9:30 ～ 12:30 開催のあいさつ 講師の紹介

【講義】・金沢大学附属病院の取り組みについて

13:30 ～ 16:15 【講義】・金沢大学附属病院の取り組みについて
身体拘束の実施状況、身体拘束最小化について

事例からの振り返り（抑制事例、成功事例等）

参加者同士で今後の自施設での取り組みについて意見交換

16:15 ～ 16:25 質疑応答

16:25 ～ 16:30 終了のあいさつ  アンケート回答
 

参加者同士で意見交換等

～ 休憩 ～

日 時 令8年8月21日(金) 9:30 ～ 16:30

※受付は開始30分前から行います

臨床倫理の原則、倫理的ジレンマ

～ 休憩 ～

人生の最終段階における医療・ケアの方針決定

事例検討、ファシリテーション（グループワーク）

【講義】・患者の尊厳と看護職の倫理観について

【講義】・患者の尊厳と看護職の倫理観について

12:30 ～ 13:30 ～ 休憩 ～

プログラム


